
益田

浜田

てのひら

出雲

中央

中央児童相談所

　隠岐相談室

TEL 0852-21-3168（松江市・安来市の方）

TEL 08512-2-9706（隠岐郡の方）
chuo-satooya@pref.shimane.lg.jp

出雲児童相談所 TEL 0853-21-0007（出雲市・雲南市・仁多郡・飯石郡の方）
izumo-satooya@pref.shimane.lg.jp

浜田児童相談所 TEL 0855-28-3560（浜田市・大田市・江津市・邑智郡の方）
hamada-satooya@pref.shimane.lg.jp

益田児童相談所 TEL 0856-22-0083（益田市・鹿足郡の方）
masuda-satooya@pref.shimane.lg.jp

松 江 赤 十 字 乳 児 院
里親家庭サポートセンターてのひら

TEL 0852-67-8111（松江市・安来市・隠岐郡の方）
satooya@matsue-nj.jrc.or.jp

里親になりませんか
さ と お や

あ
な
た
を

必
要
と
し
て
い
る

こ
ど
も
た
ち
が
い
ま
す

さまざまな事情により、自分の家庭で生活することのできないこど

もたちが数多くいます。

こうしたこどもたちを家族の一員として迎え入れ、家庭の中で養育

してくださる方を求めています。

令和７年４月発行  てのひら

①マッチング
　児童相談所は、こどもや里親家庭の状況などを検討し、
こどもにとって最適な里親との組み合わせを選定します。

④交流の開始
　こどもの様子を見ながら、外出、外泊とステッ
プアップしていきます。

⑤委　託
　交流の様子を見ながら、児童相談所が適当と
判断したら委託が決定となります。

⑥委託解除
　家庭引取り、満年齢（原則18歳）、養子縁組
成立等の理由により委託が解除となります。

②委託の打診
　こどもの状況などが里親に説明され、委託が打
診されます。

③面　会
　里親は、一時保護所や施設に行って、職員の立
会いのもとでこどもと初めての面会をします。

こどもの紹介から委託まで７

　社会的養護としてのこどもの養育の質を保証するため、里親には里親として守る
べき基準（里親が行う養育の最低基準）があります。具体的にはこどもへの虐待の
禁止、義務教育のほか必要な教育を受けさせること、健康管理、秘密の保持、記録
の整備や県への報告などがあります。

里親として６

　里親制度の普及や里親同士の親睦などを目的とした里親等を会員とする組織とし
て、「島根県里親会」があります。
　また、島根県内には４つの地区里親会があり、交流事業や研修等を行っており、
里親としての養育技術の向上や相互援助のための大事な役割を担っています。

里親会について８

　普及啓発から研修、マッチング、委託後の支援まで、包括的な里親支援を担う児
童福祉施設です。
　中央児童相談所管内を所管区域としています。
　場所は松江赤十字乳児院内です（令和７年４月開設）。

里親家庭サポートセンターてのひらについて９

里親に関する相談10

島 根 県
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養 子 縁 組

○養育里親を希望する方

委 託 終 了

委　　　託

認定・登録
（※社会福祉審議会の意見を聴いた上で、認定します。）

家庭養護
里　　　親

ファミリーホーム

施設養護 乳児院、児童養護施設等
（児童福祉施設）

社会的
養 護

□養子縁組によって養親に
なることを希望する方

児童相談所の職員がご家庭を訪問します。
（※欠格事項調査　お子様を預かることができる状況かを確認します。）

研修を必ず受講します。

５年ごとに
更 新 研 修

５年ごとに
更 新 研 修

研修を必ず受講します。

申請書類を提出

里親制度とは？

　里親とは、様々な事情により
自分の家庭で生活できないこど
もたちを、児童福祉法の規定に
基づき、実親に代わって、家庭
に受け入れ育てる制度です。

里親の役割１

里親の種類２

◇親族里親
　親の死亡・行方不明な
どの事情により両親に代
わってこどもの扶養義務
者及び配偶者である親族

（祖父母・きょうだい等）
が養育する里親

◇養子縁組里親
　養子縁組によって、養親
となることを希望する里親
※基礎研修・登録前研修の受講が必要

○養育里親
　親と一緒に生活できるようになるまで養育する里親
　　※基礎研修・登録前研修の受講が必要
　　※養育するこどもは原則 18 歳未満
　　　（場合により延長することもあります。）

○専門里親
　特に支援が必要と認められた児童を専門的な知
識を持って養育する里親

①虐待等により心身に有害な影響を受けたこども
②非行等の問題を有するこども
③障がいのあるこども

【里親の要件】
◎こどもの養育について理解と熱意と愛情を

持っていること。
◎里親を希望する者及びその同居人が、欠格
事由に該当しないこと。

◎経済的に困窮していないこと。（親族里親を除く）

【その他　里親として望ましいこと】
◇心身ともに健全であること。

里親の要件等３

○禁固刑以上の実刑が終わるまでの者（含
執行猶予）

○児童福祉法ほか罰金刑が終わるまでの
者（含執行猶予）

○児童虐待ほか児童の養育に関し著しく
不適当な行為をした者

○暴力団関係者

欠格事由等

　こどもの生活費、教育費、医療費などが支給され、
こどもが事故にあった場合などの補償もあります。
　また、養育里親（含専門里親）には、里親手当が支
給されます。

※養子縁組里親、親族里親
には里親手当の支給はあ
りません。

里親の養育費負担４

里親の申請から登録までの流れ５
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